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県
北
一
の
モ
デ
ル
病
院

明
年
六
月
ま
で
に
完
成

数
年
前
か
ら
調
査
研

究
を
続
げ
て
来
た
公
立

藤
田
綜
合
病
院
の
移
転

新

築
が
決
ま
り
、
年
の

瀬
も
お
し
せ
ま
っ
た
十

二
月
二
十
六
日
地
鎮
祭

を
行
い
、
こ
こ
塚
野
目

三
本
木
の
建
設
現
場
に

は
、
新
年
早
々
か
ら
ブ

ル
ド

廴
ザ
ー
や

パ
ワ
ー

ン
ヤ
ベ
片
の
ご
う
音
が
寒
空
に
な

り
ひ
び
い
て
い
る
。

国
民
年
金
特
別
融
資
三
億
五
千

万
円
及
び
国
庫
補
助
金
の
決
定
に

よ
っ
て
具
体
化
し
、
昭
和
四
十
二

年
度
よ
り
三
か
年
の
継
続
事
業
と

し
て
約
四
億
円

の
予
算
を
も
っ
て

施
行
す
る
こ
と
に
決
定
、
去
る
十

二
月
八
日
指
名
入
札
の
結
果
大
成

建
設
株
式
会
社

が
施
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
目
下
全
力

を
挙
げ
て
工
事
を
進
め
て
い
る
が

明
年
五
月
末
に
は
、
図
の
よ
う
な

堂
々
た
る
新
病
院
が
、
四
号
国
道

を
通
る
人
々
の
目
を
ひ
く
こ
と
に

な
る
わ
け
だ
。

新
病
院
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
、
建
築
の
面
ま
た
は
設
備
の
面

か
ら
見
て
も
、
他
の
病
院
と
比
較

し
て
遜
角
】
の
な
い
モ
デ
ル
病
院

と

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

病
院
の
主
な
も
の
は
二
階
建
の

外
来
診
療
管
理
棟
、
五
階
建
の
病

棟
と
一
階
建
の
サ
ー
ビ
ス
棟
の
三

部
か
ら
成
り
・
、
そ
の
外
に
伝
染
病

棟
、
看
護
婦
宿
舎
そ
の
他
の
附
属

建
物
が
設
け
ら
れ
る
。

一
、
外
来
診
療
管
理
棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
一
一
階
建

延
面
積
二
、
六
〇

一
留

新
設
道
路
（
巾
一
〇

℡
）
と
の

間
に
広
い
駐
車
場
を
設
け
、
玄
関

は
東
面
し
た
中
庭
式
建
物
で
、
そ

の
一
階
に
は
内
科
・
肖
腸
科
・
外

科
・
整
形
外
科

’
産
婦
人
科
の
診

療
蜜
か
お
り
、
ま
た
レ
ン
ト
ゲ
ン

賞
四
蜜
・
薬
局
・

事
務
室
・
電
話

交
換
室
等
が
あ
り
、
北
面
に
は
救

急
玄
関
・
救
急
室
及
び
回
復
室
等

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

二
階
に
は
小
児
科
・
眼
科
・
耳

鼻
咽
喉
科
の
診
療
室
・
リ
（

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
院
長
室
・

医
局
・
講
義
室
等

が
設
け
ら
れ
、

将
来
交
通
事
故
等
に
よ
る
身
体
不

自
山
義
務
教
育
児
童
の
養
護
学
級

設
賍
の
た
め
の
予
備
宗
も
設
け
ら

に
て

い
る
。

二
、
病
　
徠
　
部

鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建

延
面
債
四
、
三

二
五
㎡

一
階
に
は
大
・
中
・
小

の
手
術

室
三
室
・
リ
カ

バ
リ
マ
ス
子
室
・

滅
菌
室
・
記
録
室
・
空
調
室
そ
の

他
手
術
関
係
附
属
室
及
び
中
央
材

料
室
・
エ
レ
ペ

ー
ク
ー
ホ
ー

声
・

各
種
検
査
室
等
の
中
央
診
療
部
と

な
っ
て
い
る
。

二
階
は
全
部
病
室
と
な
っ
て
い

る
。三

階
の
一
部

に
は
分
娩
室
・
陣

痛
室
・
準
備
室
・
空
調
室
・
未
熟

児
室
・
新
生
児
室
等
が
あ
り
、
そ

の
ほ
か
は
全
部
病
室
で
あ
る
。

四
・
五
階
は
全
部
病
室
で
あ
り

全
病
棟
の
患
者
収
容
定
員
は
二
四

五
床

と
な
っ
て
い
る
。

尚
屋
上
に
は
高
架
水
槽
を
設
け

て
こ
れ
よ
り
全
館
に
給
水
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
サ

ー
ビ
ス
棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
一
階
建

延
面
積
　
六
二
八
可

ボ
イ
ラ
ー
室
（
二
・
四
ト
ン
ボ

イ
ラ
上

一
基
）
電
気
室
・
水
源

夕

ン
ク
・
調
理
室
等
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

以
上
は
新
病
院
の
概
要
で
あ
る

が
、
そ
の
建
築
総
面
積
は
七
、
五

五
四
可

で
全
館
暖
房
の
設
備
の
ほ

か
手
術
関
係
室
・
新
生
児
室
・
未

熟
児
室
等
に
は
暖
冷
房
の
ほ
か
空

気
調
和
設
備
も
完
備
し
て
お
り
、

ま
た
外
来
診
療
棟
等
に
は
将
来
冷

房
も
で
き
る
よ
う
配
管
が
行
わ
れ

て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
寝
台
用
・
一

般
用
・
給
食
配
膳
用
の
三
台
の
ほ

か
、
薬
品
・

器
具
等
運
搬
用
ダ
ム

エ
ー
ク
ー
設
備

が
あ
る
。

ま
た
電
話
設
備
は
外
線
一
〇
回

線
、
内
線
一
〇
〇

回
線
の
自
動
交

換
機
の
設
備

が
あ
り
、
病
床

と
各

看
護
婦
詰
所
間
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

に
よ
っ
て

全
部
連
絡
さ
れ
て
い
る

等
万
全
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
。

ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
の
町

長
選
挙
に
際
し

各
層
各
団
体
有

志
の
ご
推
せ
ん

に
よ
り
三
た
び
町
政
担
当
の
決

意
を
固
め
立
侯
補
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
無
競
争
に
て
一
月
二

十
三
日
当
選
者
と
決
定
に
な
り

二
月
七
日
国
見
町
長
に
就
任
い

た
し
ま
し

た
。

選
挙
が
無
競
争

な
る
が
故
に

町
政
を
担
当
す
る
上

に
そ
の
責

任
の
重
大
な
る
こ

と
を
一
層
痛

感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
私

の
信
条
と
い
た
し
ま
し
て
は
国

見
町
長
に
就
任
以
来
一
貫
し
て

「
人
の
和
と
協
力
に
よ
る
自
治

体
の
民
主
的
運
営
」
に
あ
り
ま

す
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法

の
第
一

条
に
も
「
和

を
以
っ
て

貴
し
と
為
す
」
と
あ
り
ま
す
。

人
の
和
に
よ
り
明
る
く
豊
か
な

住
み
よ
い
町
造
り
に
最
善
の
努

力
を
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

顧
み
て
在
職
二
期
間
に
お
い

て
な
お
未
完
成
の
事
業
も
あ
り

ま
す
の
で
、
就
任
す
る
に
当
り

決
意
を
新
に
し
心
気
一
新
渾
身

の
力
を
注
ぎ
町
勢
伸
張
発
展
を

期
し
、
産
業
振
興
の
弟
一
点
と

し
て
農
業
構
造
改
善
事
業
と
災

害
復
旧

事
業
の
完
成
を
急
ぎ
、

町
道
農
道
の
整
備
を
図
り
、
な

お
公
立
藤
田
病
院
建
築
事
業
に

つ
い
て
は
財
源
そ
の
他
の
面
で

幾
多
の
困
難
が
伴
う
こ
と
と
思

い
ま
す

が
万
難
を
排
し
地
方
住

民
保
健
の
た
め
一
日
も
早
く
完

成
を
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

教
育
の
面
に
お
い
て
は
現
に

計
画
中
の
藤
田
小
学
校
の
プ

ー

ル
建
設
が
成
れ
ば
学
校
教
育
施

設
と
し
て
は
一
応
の
目
標
に
達

し
た
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
社

会
教
育
の
充
実
に
よ
り
青
少
年

の
育
成
、
人
造
り
に
努
め
た
い

と
存
じ
ま
す
。

東
北
自
動
車
道
建
設
に
つ
い

て
は
路
線
決
定
発
表
も
間
近
く

予
定
線
附
近
の
方
々
は
一
刻
も

早
く
発
表
を
見
て
、
こ
れ
が
対

策
を
樹
て

た
い
心
情
は
充
分
お

察
し
致
し
皆
様
の
希
望
も
関
係

筋
に
伝
え
な
が
ら
東
北
地
方
の

後
進
性
脱
却
の
た
め
に
建
設
の

促
進
に
協
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
政
運
営
の
中
心
を
な
す
役

場
事
務
の
処
理
に
当
る
職
員
の

執
務
に
つ
い
て
は
、
一
規
律
厳

正
、
一
和
衷
協
力
、
一
迅
速
正

確
、
一
明
朗
親
切
、
の
四
項
を

目
標
と
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
徹

底
と
事
務
能
率
の
向
上
を
図
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
理
想
と
す
る

町
造
り
の
た
め
努
力
を
い
た
し

ま
す
の
で
町
民
各
位
の
力

強
い

御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し

て

就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

昭
和
四
十
三
年
二
月
七
日

国
見
町
長
　

赤
井
畑
直
鵆

農
業
共
済
組
合
総
代
き
ま
る

国
見
町
農
業
共
済
組
合
で
は
去

る
十
一
月
二
十
四
日
選
挙
の
結
果

次
の
六
十
五
名
が
当
選
し

、
十
二

月
二
日
総
代
に
就
任
し
た
。

任
期
三
か
年

○
小
坂
地
区
　

十
三
名

後
藤
清
四
郎
　

高
原
　

庄
一

佐
藤
　
忠
雄
　

安
藤
　

正
重

野
村
　
元
司
　

佐
藤
　
　

栄

目
黒
久
太
郎
　

紺
野
　
忠
蔵

遠
藤
　
喜
市
　
後
藤
　
源
六

鴨
田
　

竹
男
　
古
内
　

吉
蔵

幕
田
　

政
雄

り
藤
田
地
区
　

十
六
名

羽
根
　

善
一
　
小
西
　

春
男

秦
　
　

経
利
　
秦
　
み
よ
し

八
島
　
　

昌
　
沼
田
　
次
郎

中
野
　
　

勇
　
斎
藤
　
大
助

佐
藤
　

金
三
　

佐
藤
　
久
造

阿
部
和
平
治
　

菊
地
　
忠
次

佐
藤
豊
次
郎
　

浅
野
　

武
雄

八
島
喜
久
次
　
吉
田
　

忠
吉

○
森
江
野
地
区
　
十
五
名

宍
戸
　

武
雄
　
谷
津
　

兵
吉

佐
藤
　
　

甫
　
武
田
　

竜
尾

近
野
　
昇
治
　
斎
藤
　
義
吉

斎
藤
　
幸
吉
　
小
野
吉
四
郎

佐
藤
　
正
衛
　
佐
野
　

武
吉

村
上
　
三
郎
　
蓬
田
　
　

勝

菊
地
　
喜
七
　
高
橋
　

勇
記

佐
久
間
要
助

○
大
木
戸
地
区
　

十
二
名

阿
部
　
　

強
　
松
浦
　
芳
蔵

村
上
　

鉄
男
　

八
島
　
　

進

後
藤
　
　

愽
　

渋
谷
　
貞
一

星
野
庄
之
助
　

斎
藤
　
与
市

佐
藤
　
　

勝
　
佐
藤
春
五
郎

吉
川
　

亀
吉
　
菊
地
　
慶
雄

○
大
枝
地
区
　

九
名

佐
藤
　
平
治
　
鈴
木
　
　

登

玉
手
　
正
平
　

板
橋
　
琢
治

鈴
木
　
忠
七
　
佐
藤
　
正
雄

木
村
　

二
良
　
鈴
木
　

政
治

岩
城
　
清
治

新
有
権
者
は

登
録
の
申
出
書
を

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
き
た
る

三
月
三
十
日
に
行
な
わ
れ
ま
す

が

こ
れ
は
三
月
一
日
ま
で
に
選
挙
人

名
簿
登
録
の
申
出
書
を
町
の
選
挙

管
理
委
員
会
に
出
し
た
方
が
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
に
ま
だ
登
録
さ
れ

な
い
方
で
選
挙
資
格
の
出
来
た
方

は
早
速
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

具
体
的
に
は
昭
和
二
十
二
年
九

月
三
日
か
ら
同
二
十
三
年
三
月
二

日

ま
で
の
閧
に
生
ま
れ
た
方
々
が

大
部
分
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
方
は
早
目
に
登
録
の
手

続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
こ
と
に
つ
い
て

ご
不
明
の
点
は
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
（
有
放
四
一
五
四
）
　へ
ご
遠

慮
な
く
お
問
合
わ
せ
下

さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

奮
っ
て
ご
参
加
を

○
桑
折
国
見
合
同
剣
道
大
会

１

主
催
桑
折
国
見
両
町
公
民
館

剣
道
連
盟

桑
折
支
部

２
日
時
二
月

二
十
五
日
（
日
）

３
会
場
県
北
中
学
校
体
育
館

４
参
加
資
格

両
町
に
居
住
す
る
小
中
高
校

の
児
童
生
徒
お
よ
び
一
般
愛

好
者

○
町
民
卓
球
大
会

１
主
催
　
国
見
町
公
民
館

２
日
時
　
三
月
二
十
日
（
日
）

３
会
場
　
県
北
中
学
校
体
育
館

４
参
加
資
格
　
国
見
町
民
で
あ

る
こ

と

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
公
民
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
有
放
電
話
四
一
七
一
番
）

税

務

だ

よ
り

所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て

こ
と
し
も
住
民
税
、
個
人
事
業

税
な
ど
と
い
っ
し
よ
に
、
所
得
税

確
定
申
告
と
納
税
が
二
月
十
六
日

か
ら
始
ま
り
、
申
告
納
税
期
限
は

三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
個

人

が
昨
年
一
年
間
の
所
得
や
税
金

を
自
分
で
計
算
し
て
税
務
署
に
申

告
し
納
税
す
る
も
の
で
、
事
業
を

営
む
人
を
は
じ
め
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も
給
与
以
外
に
一
定
の
所
得

が
あ
れ
ば
確
定
申
告
を
し
清
算
し

な
け
れ
ば
な
勺
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
税
金
の
も
ど
る
人
は
、

早
目
に
申
告
し
て

税
金
の
還
付
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。
還
付
の
申
告

は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
税
務

署
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

尚
申
告
納
税
相
談
の
日
時
は
お

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
税

務

課
）

○
　

あ
そ
び
ま
せ
ん
　
　

こ
わ
い
　
　

ぐ
る
ま
の
　
　

と
お
る
み
ち

注
意
一
秒
　
　

け
が
一
生

く
に
み



青
年
教
育
三
題

農村青年建設班（第五期）

合宿研修終る (写真は測量実習)

老
人
は
過
去
に
生
き
、
少
年
は
未
来
に
生
き
る
、
然
ら
ば
青
年
は

と
い
え

ば
、
そ
れ
は
極
め
て
近
き
将
来
に
お
にい
て
社
会
の
担
い
手
と

な
る
べ
き
も
の
、
否
現
在
す
で
に
成
人
を
助
け
第
一
線
で
活
躍
中
で

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
青
年
の
よ
り
よ
ぎ
発
展
を
期
待
し
、
い

ろ
い
ろ
の
教
養
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
以
下
は
最
近
の
例
を
三
つ
。

農
村
後
継
者
養
成
の
一
枚
看
板

と
し
て
年
々
設
け
ら
れ
て
き
た
青

年
建
設
班
は
、
こ
と
し
も
一
月
九

日
か
ら
合
宿
訓
練
に
入
り
、
青
年

研
修
所
を
根
拠
と
し
て
猛
烈
な
訓

練
を
行
な
い
、
二
月
十
日
を
も
っ

て
め
で
た
く
終
了
し
た
。
石
田
補

導
員
を
中
心
と
し
て
寝
食
を
共
に

し
な
が
ら
、
農
業
経
営
者
と
し
て

必
要
な
知
識
技
能
を
は
じ
め
、
り

っ
ぱ
な
社
会
人

と
な
る
た
め
の
一

般
教
養
も
身
に
つ
け
る
た
め
、
講

義
を
き
い
た
り
、
実
習
を
し
た
り

話
し
合
い
を
し
た
り
す
る
。

朝
は
六
時
半
に
起
き
、
ラ
ジ
オ

体
操
、
国
旗
掲
揚
の
後
ヨ
イ
サ
ヨ

イ

サ
の
か
け
ご
え
勇
ま
し
く
町
内

を
馳
け
足
す
る
。
測
量
、
土
木
工

事
、
剪

定
、
ホ
イ
ル
ト
ラ
ク
タ
ー

運
転
な
ど
の
実
習
に
は
特
に
熱
が

入
り
、
婦
人
会
と
婦
人
学
級
の
お

母
さ
ん
方
か
ら
二
回
に
わ
た
り
慰

問
を
受
け
た
こ
と
は
特
別
う
れ
し

か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
二
月
二

十
二
日
か
ら
三
珀
四
日

の
予
定
で

伊
豆
、
大
島
方
面
の
修
学
旅
行
に

出

か
け
る
こ
と
は
な
ん
。と
い
っ
て

も
最
大
の
楽
し
み
で
あ
る
。

班
員
名
次
の
と
お
り

氏
　
名
　
　
　

住
所

佐
藤
　

代
八
　
泉
田
普
蔵

阿
部
　

三
雄
　

″
　
畔
田
前

菊
地
　
顕
一
　
石

毋
田
下
原

遠
藤
　
久
幸
　
森
山
東
国
見

本
間
　
　

実
　

夕
　
中
上
野

寺
島
　

康
守
　

々
　
街
道
南

後
藤
　

喜
正
　

徳
江
館

賀
藤
　

幸
一
　

々
　
稗
割

村
上
　
　

一
　

ク
　
ニ
階
間
々

松
浦
　
万
助
　

大
木
戸
赤
穂

松
浦
　
定
夫
　

々
　
館

佐
藤
　

幸
一
　

高
城
宮
下

岡
ｍ
　

一
男
　

″
　
山
居

佐
藤
長
太
郎
　
西
大
枝
宮
ノ
内

［
奥
　

の
　
細
　

道
］

芭

蕉

碑

の

経

過

厚
樫
山
の
ふ
も
と
旧
奥
州
街
道

の
長
坂
の
茶
屋
跡
に
立
て
る
芭
蕉

の
碑
は
町
民
多
数
の
御
協
力
に
よ

っ
て
町
の
事
業
と
し
て
角
田
の
山

田
石
材
Ｋ
Ｋ
に
依
頼
し
年
末
の
十

二
月
二
十
七
日
六
ト
ン
の
碑
石
が

大
木
戸
小
学
校
入
口
の
国
道
脇
に

到
着
し
た
。
早
速
大
型

ブ
ル
で
現

場
に
上
げ
よ
う
と
し

た
が
地
盤
が

軟

か
で
三
月
の
乾
燥
期
を
待
つ
こ

と
に
し
た
。

又
建
碑
の
敷
地
は
大
杢
尸
区
長

松
浦
喜
一
郎
氏
の
あ
っ
せ
ん
に
よ

っ
て
地
主
各
位
の
快
諾
を
得
、
旧

街
道
の
。一
部
と
共
に
町
に
譲
渡
し

を
受
け
た
。

建
碑
除
幕
式
は
眷
花
の
頃
と
期

待
し
て
い
る
。

新有権者にすじがれを
匚引 ８冂から３日間国立磐梯青年の家を会場として新有権

者の政治講座を行な った。わが町から６名の新成人が跟加し

大い なる感 銘を受けて来たので今後の活躍が期 待される。

以 下その感想文である。

こ
の
自
覚
と
感
激
を
忘
れ
ず
に

小
　

島
　
イ
エ
子

一
月
十
五
日
成
人
式

き
の
う
と
今
日

と
の
た
だ
一
日

の
違
い
だ
け
ど
、
私
た
ち
の
胸
に

大
人
の
意
識
、
新
し
い
社
会
の
担

い
手
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
す
ば
ら
し
い
日
で
し
た
。

ど
の
方
の
ご
あ
い
さ
つ
だ
っ
て

成
人
式
そ
の
も
の
だ
っ
て
、・
私
た

ち
の
社
会
へ
の
出
発
の
た
め
の
お

祝
い
な
ん
だ
も
の
、
…
…
み
ん
な

が
祝

福
し
て
く
れ
る
…
…
そ
れ
が

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

暖
か
い
思
い
や
り
と
私
た
ち
に

対
す

る
大
き
な
期
待
と
を
持
っ
た

先
輩
の
皆
様
と
、
は
に
か
み
な
が

ら
も
理
想
と
そ
の
実
行
力
と
を
持

っ
た
私
だ
ち
と
が
交
わ
っ
た
本
当

に
記
念
す
べ
き
日
で
し
た
。

大
人
の
仲
間
入
り
し
た
と
い
う

そ
ん
な
気
分

の
消
え
な
い
十
八
日

か
ら
三
日
聞

、
私
は
選
ば
れ
て
磐

梯
青
年
の
家
で
行
な
わ
れ
た
「
新

有
権
者
政
治
講
座
」

に
出
席
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
’

県
下
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
新
成

人
た
ち
↓
二
十
才
の
権
利
と
義
務

大
切
な
選
挙
権
に
つ
い
て
、
そ
の

行
使
、
選
挙
の
実
体
と
問
題
点
、

今
後
の
あ
り
方
、
ま
た
地
域
開
発

か
ら
経
済
面
に
つ
い
て
二
泊
三
日

に
わ
た
り
勉
強
し
ま
し
た
。

ど
の
人
も
、
大
人
の
自
覚
の
上

に
社
会
の
目
を
向
け
た
時
な
の
で

興
味
深
く
熱
心
に
聞
き
、
そ
し
て

討
論
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
青
年
の
家
へ
行
っ
た

こ

と
そ
れ
山
添
が
と
て
も
良
い
経

験
で
あ
り
、
思
い
出
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
規
律
あ
る
生
活
と
、
そ

の
生
活
の
中
で
回
し
世
代
の
仲
間

た
ち
と
語
り
合
う
青
年
の
家
で
の

成
人
に
ふ
さ
わ
し
い
催
う
し
、
三

十
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
大
雪
、
そ

れ
す
ら
私
た
ち
に
は
す
ば
ら
し
い

思
い
出
、
記
念
に
な
っ
た
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
自
覚
と
感
激

を
忘
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ

の
一
票

を
大

切
に

後
　
藤
　
栄
　

子

成
人
式
を
済
ま
せ
て
大
人
に
な

っ
た
嬉
し
さ
、
し
か
し
責
任
と
か

義
務
と
か
が
ほ
ん
と
に
自
分
の
も

の
に
な
れ
ず
、
何
か
物
足
り
な
さ

を
感
じ
て
い
る
と
き
、
新
有
権
者

政
治
講
座
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
ほ
ん
と
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
立
磐
梯
青
年
の
家
で
の
三
日

間
は
、
大
人
へ
の
自
覚
を
し
っ
か

り
と
教
え
て
ぐ
れ
、
胸
に
き
ざ
み

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
は
、
私
た
ち
若
人
の
手
に

よ
っ
て
浄
化
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
討
論
し
合
っ
て
、
一

票
一
票
を
大
切
に
す
る
、
と
か
く

義
理
人
情
に
か
き
み
だ
さ
れ
る
一

票
を
し
っ
か
り
有
権
者
の
胸
に
抱

い
て
有
為

な
政
治
家
へ
の
か
け
橋

に
す
る
。

県
の
企
画
開
発
部
長
さ
ん
か
ら

地
域
開
発

の
講
義
を
聞
き
ま
し
た

わ
た
く
し
た
も
の
住
む
福
島
県
に

も
た
く
さ
ん
の
資
源
が
あ
り
、
こ

の
資
源

を
開
発
す
る
の
は
わ
た
く

し
た
ち
若
人
の
力
、
そ
し
て
一
票

一
票
の
力
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し

た
。

「
住
み
よ
い
明
る
い
社
会
へ
の
選

挙
権
を
大
切
に
」

と
声
を
大
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

見
聞
を
広
め
話
し
合
う
こ
と
の
楽
し
さ

古
　
山
　
賢
　

一

成
人
式
に
参
加
し
て
そ
の
感
激

の
ま
だ
覚
め
き
ら
ぬ
一
月
十
八
囗

か
ら
三
日
開
、
国
立
磐
梯
青
年
の

家
で
行
な
わ
れ
た
「
新
有
権
者
政

治
講
座
」
に
参
加
し
て
、
僕
は
見

聞
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
話
し
合

う
と
い
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

さ
ま
ざ
ま

と
こ
の
か
ら
だ
で
味
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
正
直
い
っ
て
僕

は
、
成
人
式
だ
け
で
は
ま
だ
ほ
ん

と
に
成
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感

が
湧
か
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
責

任
と
か
義

務
等
毛
頭
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
講
座
に
出

席
し
て

、
い
ろ
い
ろ
な
講
師
の
話

を
聞
き
、
多
く
の
仲
間
と
話
し
合

っ
た
今
は
全
く
違
う
。

こ
の
講
座
を
通
じ
て
第
一
に
感

じ
た
こ
と
は
「
自
覚
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
選
挙
民
も
候
補
者
も

政
治
の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
自

覚
の
上
に
立
っ
て
さ
え
行
動
す
れ

ば
問
題
は
起
ら
な
い
と
思
う
。

次
に
大
切
な
こ

と
は
、
多
く
の

人
と
接
し
て
見
聞

を
広
め
る
こ
と

で
あ
る
。
僕
は
こ

れ
ま
で
ご
く
少

数
の
友
だ
ち
と
し
か
話
し
合
っ
て

い
な
い
が
、
こ
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
人

達
と
話
し
合
っ
て
み
て
、
今
ま
で

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
し
た
も
の
が
ふ
っ

と
ん
で
、
ス
ッ

キ
リ
し
た
の
で
あ

る
。
自
分
と
同
し
よ
う
な
悩
み
を

持
っ
て
い
る
大

が
意
外
に
多
い
こ

と
に
気

が
つ
き
、
な
ん
と
な
く
フ

ァ
イ
ト
が
湧
い
て
き
た
、
こ
れ
ま

で
は
、
政
治
と
い
う
も
の
に
は
全

く
無
関

心
で
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い

ろ
の
謡
を
聞
く
に
つ
れ
て
ひ
じ
よ

う
に
興
味
が
湧
い
て
き
た
。

こ
ん
ど
成
人
式
に
よ
ば
れ
た
三

百
人
の
新
有
権
者
が
、
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
自
覚
を
し
、
政
治
に
対
し

て
関
心
と
興
味
を
持
っ
て
行
動
す

る
な
ら
ば
、
わ
が
国
見
町
の
前
途

は
ま
こ
と
に
明
る
い
も
の
が
あ
る

が
、
万
一
そ
の
反
対
だ
と
し
た
ら

ま
こ
と
に
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

新
成
人
の
責
任
と
義
務
に
お
い
て

こ
れ
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
見
聞

を
広
め
、
み
ん
な
で
大
い
に
話
し

合
う
こ
と
に
努
め
よ
う
。

写
真
は
右
よ
り
後
藤
、
桜
沢

、
安
孫
子
、
吾
妻

村
上
、
吉
田

、
高
橋
、
村
上
、
鈴
木
、
鈴
木
主
事

伊達管内青年リーダー研修会終る

昨年７月から始めたこの会も去る１月18日から０ 白５日青年の

家宿泊 听修をも って終りを告げ た　尚２ 月21日に保原町公民館

で県社会教育課長の臨席を得て終講式を行うことになっている

婦
人
は
学
ぶ

⑩
婦
人
講
座
（
中
央
学
級
）

二
月
七
日
　
物
価
と
消
費

労
働
福
祉
会
館
佐
藤
輝
夫
氏

二
月
十
四
日
　

テ
レ
ビ
学
習

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
　
山
田

勉
・
鈴
木
洋
子
氏

三
月
七
日
　
国
際
情
勢
と
日
本

民
友
新
聞
社
高
橋
良
一
郎
氏

三
月
十
三
日
　

成
人
病
と
健
康

管
理
　

保
原
保
健
所
長
　
久

保
井
幌
氏

◎
会
員
研

修
会

時
…
…
一一
月

十
九
日

所
…
…
飯
坂
町
婦
人
会
館
に
て

会
費
・：
四
〇
〇
円

◎
宿
泊
研
修
会

時
…
…
一一
月
二
十
七
・
八
日

所
…
…
国
立
磐
梯
青
年
の
冢

会
費
：
△

○
○
○
円

◎
赤
十
字
家
庭
看
護
講
習
会

要
項
未
定

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
一
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

死
亡
囗

氏
　
　
　

名
　
　

年
令
　
住
　
　
　

所

３
　

菊
地
　
正

男
　
　

六
三
　
石
母
田
下
原
五
五

９
　

渡
辺
フ
カ
ヨ
　
　

七
六
　
光
明
寺
土
井
一
一

1
2
　佐
藤
善
右
工
門
　

六
〇
　

森
山
　
下
鶉
町
一
五

卩
　

東
海
林
ミ
ョ
シ
　
七
八
　
藤
田
　
堤
下

匸
一

2
0
　松
浦
市
一
こ
郎
　
　

七
三
　
大
木
戸
赤
穂
二
〇

2
0
　相
原
　

ミ
ツ
　
　

七
一一
　
小
坂
　
カ
ニ
坂
二
七

2
4
　松
浦
二
三
男
　
　

三
七
　
藤
田

｀
町
尻
二
六
の
一

2
5
　斎
藤

ム
メ
ノ
　
　

六
一
　
徳
江
　

長
館
三
一

2
5
　佐
藤
深
太
郎
　
　

八
一
　
貝
田
　

百
枚
大
沢
一
五

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
一
月
中
に
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　
親
の
名
　
続
柄
　
住
　
所

1
2、
2
6
　吉
田
　
深
雪
　
　

豊
美
の
長
女
　

山
崎
館
四
三

１

、２
　

村
上
　
真
一
　
　

義
一
の
長
男
　

ク
　
上
川
前
二
六

々

４
　

赤
坂
　
勝
江
　
　

兵
作
の
長
女
　

内
谷
西
脇
四
三

″

６
　

斎
藤
　
長
一
　
　

金
治
の
長
男
　
貝
田
町
裏
八

″

９
　

後
藤
さ
と
み
　
　

正
一
の
長
女
　
藤
田
北
七
二

″

旧
　

富
永
有
為
子
　
　

武
夫
の
三
女
　

々
　
太
子
堂
四
一

々

凵
　

赤
井
畑
利
恵
　
多
賀
夫
の
長
女
　

山
崎
太
子
堂
三

″

誹
　

佐
藤
　

誠
一
　
　

康
夫
の
長
男
　
藤
田
鶴
町
一
九
の
口

々
1
7
　
本
田
ゆ
き
え
　
　

重
正
の
二
女
　
鳥
取
高
瀬
前
道
下
六

○
　

あ
な
た
は
　
　

今
安
全
運
転
を
　
　

し
て
い
ま
す
か

さ
あ
青
だ

二

い
や
　
　
も
う

」
度
右
左


	page1
	page2



